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世帯

女性

男性

人口

令和７年（2025年） No.232

７
標語が決定しました／夏井いつきさん「句会ライブ」～町制
施行20周年記念事業～
＝特集＝御八日踊りと神社
町内各所でインフラ整備が進む（幣串漁港浮消波堤・山門野
の丘石庭展望所・早尾掛線の改良工事）
一般会計補正予算など14議案を可決～第２回長島町議会定
例会～
イヌマキの害虫大量発生に注意／安全なおもちゃ花火の使
用方法
熱中症に注意しましょう～地域包括支援センターだより～
現況届などの提出を忘れずに／プールと艇庫（カヌー）施設
を開放します
国民健康保険税が変わります／関東で長島町の特産品を販売
小型家電製品の充電池の捨て方は？～ながしまエコ通信～
／不法投棄は犯罪です
マイナ保険証か資格確認書を提示してください／巡回無料
法律相談会開催／町長動静
知っ得ボックス
まちの話題
長島文芸／町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ・お礼
／編集後記
［裏表紙］サマーフェスティバルｉｎながしま２０２５を開催します

 ６月14日 （土） ８時41分

令和７年６月30日現在 ※（ ）は前月比

4,313 （-24）

（-16）

（-9）

（-25）

4,721
4,501
9,222

　６月 14 日、鷹巣小学
校で、ボランティアサー
クルおやどり読書会によ
る読み聞かせが行われま
した。
　児童らは楽しい絵本と
巧みな語り口に身を乗り
出して聞き入っていまし
た。

（関連記事＝ P18）
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３ ｜  広報ながしま  2025年７月号

夏井いつきさん「句会ライブ」
～町制施行20 周年記念事業～

　

６
月
１
日
、町
制
施
行
20
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

人
気
テ
レ
ビ
番
組
「
プ
レ
バ

ト
! !
」で
お
な
じ
み
の
俳
人
・
夏

井
い
つ
き
さ
ん
に
よ
る
句
会
ラ

イ
ブ
を
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

夏
井
さ
ん
は
「
俳
句
は
、ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
力

が
つ
く
。費
用
も
か
か
ら
ず
認

知
症
予
防
に
も
な
る
」と
呼
び

掛
け
、俳
句
の
基
礎
や
面
白
さ

を
解
説
。訪
れ
た
約
６
０
０
人

の
参
加
者
は
、夏
井
さ
ん
の
指

導
の
下
、俳
句
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
作
品
の
中
か

ら
優
れ
た
７
点
を
夏
井
さ
ん
が

選
出
し
、観
覧
席
と
一
緒
に
句

の
解
釈
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は

濵
田
孝
子
さ
ん
（
汐
見
）の
『
鉛

筆
で
ア
ン
パ
ン
マ
ン
書
く
子
ど

も
の
日
』。同
番
組
を
夫
婦
で
毎

週
楽
し
く
見
て
い
る
濵
田
さ
ん

は
「
番
組
を
通
し
て
俳
句
っ
て

面
白
い
と
思
っ
て
い
た
。句
は

昨
日
会
っ
た
孫
の
こ
と
を
思
い

浮
か
べ
て
作
っ
た
」と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

最優秀賞に輝いた濵田さん（写真中央）と最優秀賞に輝いた濵田さん（写真中央）と
句の解説を行う夏井さん（同右）句の解説を行う夏井さん（同右）

句の解釈を発表する参加者句の解釈を発表する参加者 約 600 句の中から７点を選出約 600 句の中から７点を選出

標
語
が
決
定
し
ま
し
た

　

町
で
は
、町
内
の
小
学
生
を

対
象
に
町
制
施
行
20
周
年
記
念

標
語
を
募
集
し
、選
考
の
結
果

次
の
標
語
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

標
語
は
、記
念
事
業
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
製
作

物
、式
典
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

　

町
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業

を
通
し
て
、町
民
や
来
町
者
の

笑
顔
を
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

標語
「つなごう笑顔　
   ひろがれ未来

わたしたちの長島町」
【
標
語
作
成
者
】

（
川
床
小
１
年
）　
松
本　
翠み
ど
りさ
ん

コ
メ
ン
ト

「
長
島
は
自
然
が
多
く
て
思
い
っ
き

り
遊
べ
る
か
ら
好
き
。
家
が
大
好
き

で
み
ん
な
一
緒
だ
と
笑
顔
に
な
る
の

で
、こ
の
標
語
に
し
ま
し
た
」

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
秘
書
広
報
係　

　
☎︎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］



広報ながしま  2025年７月号  ｜　４広報ながしま  2025年７月号  ｜　４    ５５ ｜   ｜  広報ながしま  2025年７月号広報ながしま  2025年７月号

＝
特
集
＝

＝
特
集
＝
御
八
日
踊
り
と
神
社

御
八
日
踊
り
と
神
社

●城川内若宮神社  御祭神：島津忠兼

由緒：忠兼の崇
すうじん

甚しく全島に悪疫が流行したので、
鎮霊のため堂崎城跡に祠

ほこら
を営んだとされています。

●川床若宮神社
御祭神：島津常陸介忠兼夫婦霊
由緒：1824年６月までは、加世堂にあり、その
後、現在の場所に移転したと言い伝えられてい
ます。　　

●汐見潟若宮神社
御祭神：島津忠兼夫婦
由緒：島津忠兼が堂崎城攻略の際、汐見潟

がた
の

板
い た ぶ

場鼻に上陸し、この地で戦いがあったため、祠
ほこら

を建て神霊を慰めたとされています。　

●伊唐若宮神社
御祭神：島津忠兼夫婦
　　　  天津日高火火出見命
由緒：藩主島津氏がこの島に羊の飼育を計画し、その守
護神として創立され、併せて島津忠兼の怨

おんりょう
霊をなぐさめ

るべく合併されたと言い伝えられています。　

島津忠兼を祀る島津忠兼を祀る若宮神社若宮神社

　

毎
年
、８
月
８
日
に
、町
内
各

所
で
御ご
よ
う
か

八
日
踊
り
が
、行
わ
れ

ま
す
。

　

御
八
日
踊
り
は
、古
く
か
ら

町
内
で
伝
承
さ
れ
る
特
別
な
行

事（
祭
り
）で
、鉦か
ね

踊
り
や
棒
踊

り
、種
子
島
踊
り
、ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
や

踊
り
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
事
は
、島
津
忠た
だ
か
ね兼
が

鎮ち
ん
ざ座
す
る
若
宮
神
社(

町
内
４

社)

に
限
ら
ず
、町
内
の
各
所
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。(

※
行
事
の

由
来
は
後
述)

　

今
回
は
、各
集
落
で
踊
り
が

奉
納
さ
れ
て
い
る
神
社
を
紹
介

し
ま
す
。

※
御
八
日
踊
り
と
町
の
神
社
の

詳
細
は「
長
島
町
郷
土
史
」と「
東

町
郷
土
史
」に
掲
載
さ
れ
て
い
る

内
容
を
元
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

～
御
八
日
踊
り
の
由
来
～

　
１
５
６
５
年
３
月
24
日
、野
田
領

主
の
島
津
忠
兼
が
城
川
内
の
堂
崎
城

主
で
あ
る
天
草
越え
ち
ぜ
ん
の
か
み

前
正
を
攻
め
滅
ぼ

し
、島
津
領
と
し
ま
し
た
が
、３
カ
月

後
の
同
年
７
月
８
日
に
忠
兼
は
、甥お
い
で

あ
る
出
水
領
主
の
島
津
義よ
し
と
ら虎
に
よ
っ

て
出
水
城
で
謀
殺
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
翌
年
、長
島
全
土
に
悪あ
く
え
き疫
が

流
行
し
た
の
で
、島
民
は
忠
兼
の
祟
た
た
り

り
と
し
て
大
い
に
怖
れ
、霊
魂
を
鎮し
ず

め
る
た
め
に
、城
川
内
と
汐
見
の
社
や
し
ろ

に
若
宮
大だ
い
み
ょ
う
じ
ん

明
神
と
し
て
忠
兼
を
祀
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、毎
年
命
日
で
あ
る
７
月

８
日
に
踊
り
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な

り
、今
日
で
は
、新
暦
の
８
月
８
日

に
、長
島
最
大
の
伝
統
行
事
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

●

● ●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

芸能や踊りが奉納される町内の神社芸能や踊りが奉納される町内の神社

蔵之元十五社神社蔵之元十五社神社

小浜十五社神社小浜十五社神社

指江十五社神社指江十五社神社

唐隈十五社神社唐隈十五社神社

西長島護国神社西長島護国神社

田尻十五社神社田尻十五社神社

平尾十五社神社平尾十五社神社

浜漉十五社神社浜漉十五社神社

浦底十五社神社浦底十五社神社

加世堂十五社神社加世堂十五社神社

葛輪十五社神社葛輪十五社神社

城川内若宮神社城川内若宮神社
川床若宮神社川床若宮神社

汐見潟若宮神社汐見潟若宮神社

伊唐若宮神社伊唐若宮神社

城川内伊勢神社城川内伊勢神社

宮ノ浦伊勢神社宮ノ浦伊勢神社

三船伊勢神社三船伊勢神社

薄井天満宮薄井天満宮

片側天満宮片側天満宮

本浦天満宮本浦天満宮

幣串金毘羅神社幣串金毘羅神社

山門野南方神社山門野南方神社

鷹巣八幡神社鷹巣八幡神社

●

●
●

●若宮神社若宮神社

その他神社その他神社

天満宮天満宮

十五社神社十五社神社



広報ながしま  2025年７月号  ｜　６広報ながしま  2025年７月号  ｜　６    

豊と
よ
う
け
ひ
め
の
み
こ
と

受
姫
命　
古こ

じ

き
事
記
で
は
、イ
ザ
ナ
ミ
か
ら
生
ま
れ
た
子
の
ワ
ク
ム
ス
ビ
の
子
と

さ
れ
、伊
勢
神
宮
の
外げ
く
う宮
に
鎮ち
ん
ざ座
し
て
い
ま
す
。伊
勢
神
宮
外
宮
の
社
伝
で
は
、雄ゆ
う
り
ゃ
く略

天
皇
の
夢
に
天
あ
ま
て
ら
す照
大お
お
み
か
み
神
が
現
れ
「
自
分
一
人
で
は
食
事
が
安
ら
か
に
で
き
な
い
の
で
、

丹た
ん
ば
の
く
に

波
国
の
比ひ

じ治
の
真ま

な

い
奈
井
に
い
る
御し
せ
ん饌
の
神
、豊
受
姫
命
を
近
く
に
呼
び
寄
せ
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
た
の
で
、伊
勢
神
宮
の
外
宮
に
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
島
町
郷
土
史
で
は
、十
五

社
神
社
に
鎮
座
し
て
い
る
の

は
、長
島
町
で
は
、代
々
穀
倉

の
神
と
し
て
神
前
に
蔵
の
鍵

を
安
置
し
て
厳
重
に
保
管
し

て
あ
り
、祭
祀
の
厳
修
を
励
行

し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

御八日踊りを奉納する
町内の十五社神社

　

長
島
は
室
町
時
代
ま
で
肥
後
国
天
草
郡

に
属
し
て
い
た
の
で
、十
五
社
神
社
は
、

阿
蘇
の
神
な
ど
を
祀
っ
て
い
ま
し
た
。17

世
紀
以
降
、島
津
領
に
な
っ
て
か
ら
は
、

穀こ
く
も
つ物（
農
業
）の
神
で
あ
る
豊と
よ
う
け
ひ
め
の
み
こ
と

受
姫
命
を

祀
っ
て
い
ま
す
。

　

十
五
社
神
社
に
は
、島
津
領
以
前
、阿

蘇
十
二
社
と
熊
野
三
社
の
15
柱
の
神
を

祀
っ
て
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、天
草
と

長
島
に
多
く
、地
域
ご
と
の
行
事
は
、こ

れ
ら
の
神
社
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●鷹巣八幡神社
御祭神：応神天皇、神功天皇
由緒：1576 年島津義虎が 高羅城やこの地方の守
護神として、野田（出水市）の箱崎八幡の分霊を勧
請して奉祀したといわれ、島津義虎の銘のある鰐

わにぐち
口

が寄進されています。若宮神社、愛宕神社、南方神
社が合併されています。

●山門野南方神社
御祭神：建御名方富命、八坂刀売命、火年須比命
由緒：島津家五代目当主の貞久の命により、長島内の社司である、増田家
の祖が信州諏訪村より霊宝玉の譲渡を受けて祀られたといわれています。

●三船伊勢神社
　御祭神：天照皇大神、十五社大明神　　　

●伊勢神社
　町内に点在する伊勢神社は、昔、伊勢神宮
に行くことが至難であるため、町内各地に
勧
かんじょう

請して崇拝し、そのほとんどは、十五社神
社と合併されたと言われています。

●天満宮（菅原神社）
御祭神：菅原道真命　　　　

●本浦天満宮　　　 ●片側天満宮 ●薄井天満宮

●幣串金毘羅神社
御祭神：大物主神
由緒：昔から海上安全と豊
漁を祈念し、その守護神とし
て、金毘羅宮を自宅の神柵に
勧請して祀っていた人も多く、
同集落としては、1971 年に
港入口東川の山の中腹に歓
請奉祀しています。

●西長島護国神社
御祭神：
千城魁雄命（宮内静次）
他325 大明神　　　
由緒：１８８４年、静次の戦功
抜群官祭招魂社に列せられる。
大正2 年官祭西長島招魂社と
改称。１９３９年、官祭西長島
護国神社と改称しました。

７７ ｜   ｜  広報ながしま  2025年７月号広報ながしま  2025年７月号

●指江十五社神社 ●蔵之元十五社神社 ●葛輪十五社神社

●小浜十五社神社●加世堂十五社神社

●平尾十五社神社 ●田尻十五社神社●浜漉十五社神社

●唐隈十五社神社

●浦底十五社神社

●城川内伊勢神社
　御祭神：天照皇大神、豊受比売命、菅原道真

●宮ノ浦伊勢神社
　御祭神：天照皇大神

©DaisukeMochida 2025



広報ながしま  2025年７月号  ｜　８

山
門
野
の
丘
石
庭
展
望
所

　

６
月
３
日
、山
門
野
の
丘
石

庭
展
望
所
の
完
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

展
望
所
に
は
、長
島
町
建
友

会
（
宮
脇
徳
仁
会
長
）の
会
員

10
社
が
町
の
イ
メ
ー
ジ
や
特
色

を
生
か
し
、町
内
産
の
石
だ
け

を
使
用
し
た
石
庭
を
作
成
。町

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

県
道
葛
輪
瀬
戸
線
沿
い
に
あ

り
、敷
地
面
積
は
、１
１
０
４
平

方
㍍
。宮
脇
会
長
は
「
各
社
の

技
術
を
訪
れ
る
た
く
さ
ん
の
人

に
見
て
も
ら
い
、広
く
仕
事
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

早
尾
掛
線
の
改
良
工
事　

５
月
29
日
、町
道
早
尾
掛
線

の
落
成
式
が
、針
尾
公
園
入
口

交
差
点
付
近
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
住
民
や
施
工
業
者
な
ど

約
30
人
が
出
席
し
、記
念
碑
の

除
幕
な
ど
で
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

　

道
路
は
、県
道
葛
輪
瀬
戸
線

と
交
わ
る
交
差
点
か
ら
、町
観

光
名
所
の
針
尾
公
園
ま
で
の
延

長
１
０
４
６
㍍
、総
幅
員
７
㍍

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
道
路
幅
が
狭
く
、

カ
ー
ブ
が
多
い
こ
と
か
ら
、離

合
が
難
し
か
っ
た
た
め
、社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用

し
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

矢
堂
自
治
公
民
館
の
杉
元
亮

一
館
長
は
「
地
元
の
農
業
発
展

と
長
島
八
景
で
あ
る
針
尾
公
園

の
観
光
振
興
に
努
め
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

町
内
各
所
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む

幣
串
漁
港
浮
消
波
堤

　

５
月
23
日
、幣
串
地
区
浮
消

波
堤
の
竣
工
式
が
、同
漁
港
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
住
民
や
県
職
員
な
ど
関

係
者
約
60
人
が
出
席
し
、漁
船

パ
レ
ー
ド
や
餅
投
げ
、完
成
パ

ネ
ル
の
除
幕
で
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

　

浮
消
波
堤
は
、海
上
に
設
け

る
防
波
堤
で
、１
基
の
長
さ
が

約
50
㍍
、高
さ
４
㍍
で
同
漁
港

沖
に
６
基
並
ん
で
い
ま
す
。

　

地
元
漁
業
者
で
自
治
公
民
館

長
の
池
田
守
彦
さ
ん
は
「
消
波

堤
が
広
が
り
、沖
で
の
作
業
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、い
け
す
な

ど
の
耐
用
年
数
が
長
く
な
る
は

ず
」と
話
し
ま
し
た
。



９ ｜  広報ながしま  2025年７月号

　

令
和
７
年
第
２
回
長
島
町
議

会
定
例
会
が
６
⺼
６
日
か
ら
19

日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、巡
回
バ
ス
運

行
計
画
策
定
等
業
務
委
託
や
運

行
委
託
に
か
か
る
経
費
の
ほ

か
、赤
潮
対
策
緊
急
支
援
事
業
、

癒
し
空
間
観
光
地
整
備
事
業

（
指
江
地
区
）な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

（
８
億
５
４
７
０
万
４
千
円
追
加
、

１
２
０
億
９
０
８
９
万
３
千

円
）、社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
長
島
総
合
運
動
公
園
ス

タ
ン
ド
棟
新
築
工
事
請
負
契
約

の
変
更
や
乗
合
バ
ス（
中
型
バ

ス
）購
入
売
買
契
約
の
締
結
、長

島
町
国
民
健
康
保
険
鷹
巣
診
療

所
Ｃ
Ｔ
装
置
購
入
売
買
契
約
の

締
結
な
ど
14
議
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
前
教
育
長
の
辞
職

に
伴
い
、長
島
町
教
育
委
員
会
教

育
長
に
大
野
憲
久
氏
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

今
回
追
加
さ
れ
た
主
な
補
正

予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
14
議
案
を
可
決
～
第
２
回
長
島
町
議
会
定
例
会
～

令和７年度６月補正 （単位：千円）

企画財政課

獅子島アイランドセンター、
御所ノ浦高齢者コミュニティセンター改修工事 26,869

巡回バス運行計画策定等業務委託、巡回バス運行委託 7,315

獅子島架橋広告 4,695

獅子島ウォーク、観光物産支援 5,300

北薩地区婚活イベント（おれんじで出愛サポート列車）の負担金 450

獅子島会場輸送費支援補助金 3,818

町民保健課 戸籍・戸籍附票システム改修業務委託 15,444

福祉事務所 生活保護システム改修業務委託 1,628

水産景観課

癒し空間観光地整備事業（指江地区） 40,000

太陽の里ピクニック広場草スキー場改修工事 8,000

クジラモニュメント設置工事 3,000

東京都世田谷区で開催される「せたがや区民まつり」での出展ＰＲ 2,000

赤潮対策緊急支援事業 61,335

水産物ＰＲ事業「20 周年記念事業」 880

農政課 鳥獣被害防止施設整備事業
（ワイヤーメッシュ柵　城川内平澤津地区・平尾藤之元地区） 4,895

耕地林務課

林道獅子島中央線および立石線の整備 18,368

獅子島農道平岳線改修工事 6,000

林道湯ノ口道路改良工事 8,000

建設課

県営事業負担金（指江港、宮之浦港） 18,880

県営事業負担金（県道平尾川床線） 8,500

橋りょう維持補修 4,000

社会教育課 総合運動公園整備事業（ナイター照明・全天候塗装） 477,000



①
花
火
遊
び
の
時
間
と
場
所
は
迷
惑

　
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
花
火
を
す
る
前
に
バ
ケ
ツ
と
水
を

　
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
花
火
は
必
ず
燃
え
る
も
の
の
な
い

　
広
い
場
所
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

④
花
火
が
終
わ
っ
た
ら
花
火
の
ご
み

　
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

広報ながしま  2025年７月号  ｜　10

安
全
な
お
も
ち
ゃ
花
火
の
使
用
方
法

　

こ
れ
か
ら
夏
に
な
る
と
、
お
も

ち
ゃ
花
火
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え

て
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

身
近
な
夏
の
風
物
詩
の
お
も
ち
ゃ
花

火
は
、「
お
も
ち
ゃ
」
と
は
い
え
原

料
は
火
薬
有
り
の
危
険
物
で
す
。
使

用
す
る
際
は
注
意
書
き
や
使
用
方
法

を
よ
く
読
み
、
近
隣
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
次
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
遊

び
ま
し
ょ
う
。

　

　　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
で
は
、
管

内
の
園
児
を
対
象
に
花
火
の
正
し
い

知
識
や
危
険
に
つ
い
て
周
知
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る

火
災
や
け
が
な
ど
の
減
少
を
目
的
に

「
お
も
ち
ゃ
花
火
教
室
」を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
阿
久
根
消
防
署

　
東
分
遣
所　
　

　
☎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

　
長
島
分
遣
所

　
☎（
88
）５
３
３
３［
直
通
］

イ
ヌ
マ
キ
の
害
虫
大
量
発
生
に
注
意

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎（
86
）１
１
５
９［
直
通
］

　
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
は
、
ヒ
ト
ツ

バ
や
ナ
ギ
の
葉
を
食
べ
る
害
虫
で

す
。
幼
虫
は
ヒ
ト
ツ
バ
の
葉
が
無
く

な
る
ま
で
食
べ
尽
く
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

〇
幼
虫
（
写
真
右
）

　
体
長
は
約
５
㌢
で
、
オ
レ
ン
ジ
色
、

黒
色
（
灰
色
）
お
よ
び
黄
色
の
模
様

を
し
た
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
で
す
。

〇
成
虫
（
写
真
左
）

　
羽
を
広
げ
た
大
き
さ
は
約
６
㌢
で
、

全
体
的
に
紺
色
、
羽
に
は
黄
色
の
帯

状
の
模
様
が
あ
る
ガ
（
蛾
）
で
す
。

〇
被
害
発
生
時
期　
４
月
～
12
月

〇
防
除
方
法

　
イ
ヌ
マ
キ
を
定
期
的
に
観
察
し
、

幼
虫
の
早
期
発
見
と
薬
剤
に
よ
る
防

除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
少
数
発
生
の
時
は
、木
を
ゆ
す
り
、

落
下
し
た
幼
虫
を
補
殺
す
る
か
、
拾

い
集
め
て
焼
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
大
量
発
生
の
時
は
、
薬
剤
を
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。（
近
隣
へ
の
薬
剤

飛
散
に
注
意
）

※
薬
剤
は
、
近
く
の
農
協
や
園
芸
品

店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
農
薬

取
扱
店
で
購
入
で
き
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
害
虫
「
キ
オ
ビ
エ
ダ

シ
ャ
ク
」
に
よ
る
イ
ヌ
マ
キ
（
ヒ
ト

ツ
バ
）
が
枯
死
す
る
被
害
区
域
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。

薬剤名 ロックオン（乳剤） アディオン乳剤 トレボン（乳剤）

希釈倍数 1,000 倍 4,000 ～ 8,000 倍 4,000 倍

効果持続期間 約３カ月 約２カ月 約３日

散布適期 発生初期 発生初期 幼虫発生初期
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熱
中
症
対
策

【
気
温
や
温
度
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
】

　

高
齢
者
は
、
体
温
の
調
節
機
能
が
落
ち
て
く
る
た
め

暑
さ
対
策
の
行
動
が
遅
れ
が
ち
で
す
。
気
温
、
温
度
計
、

熱
中
症
計
な
ど
を
活
用

し
、
今
い
る
環
境
の
危

険
度
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

【
室
内
を
涼
し
く
し
ま
し
ょ
う
】

　

日
差
し
の
な
い
室
内
で
も
、
高
温

多
湿
・
無
風
の
環
境
は
熱
中
症
の
危

険
が
高
ま
り
ま
す
。

　

冷
房
や
除
湿
器
、
扇
風
機
な
ど
を

適
度
に
利
用
し
、
涼
し
く
風
通
し
の

良
い
環
境
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

【
入
浴
時
や
寝
る
と
き
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
】

　

入
浴
時
や
就
寝
中
に
も
体
の
水
分
は
失
わ
れ
て
い
き
、

気
づ
か
ぬ
う
ち
に
熱
中
症
に
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
入
浴
前
後

に
水
分
補
給
を
し
、
寝
る
と
き
は

枕
元
に
飲
料
を
置
い
て
お
く
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

【
周
囲
の
方
が
気
に
か
け
ま
し
ょ
う
】

　

高
齢
者
は
自
分
で
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
に
気
づ
き
に

く
い
う
え
、
体
調
の
変
化
も
我
慢
を

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
周

り
の
人
が
体
調
を
こ
ま
め
に
気
に
か

け
、
予
防
対
策
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

【
外
出
は
体
調
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
】

　

外
出
時
は
、
体
へ
の
負
荷
が
高
ま
り
、
汗
で
水
分
が

失
わ
れ
、
日
差
し
や
熱
の
影
響

を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。
日

傘
や
帽
子
を
か
ぶ
る
な
ど
工
夫

し
、
水
分
や
休
憩
を
十
分
取
っ

て
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
】

　

高
齢
者
は
体
内
の
水
分
量
が
減
少
し
て
い
た
り
、
の

ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
熱

中
症
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
の
ど
の
渇
き

を
感
じ
て
い
な
い
と
し
て
も
、

こ
ま
め
に
水
分
を
補
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
１
日
あ
た
り

１
・
２
㍑
を
目
安
に
し
ま

し
ょ
う
。
大
量
に
汗
を
か
い

た
と
き
は
、
塩
分
補
給
も
行

い
ま
し
ょ
う
。

※
水
分
や
塩
分
の
摂
取
量
は
、
か
か
り
つ
け
医
の
指
示

に
従
い
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
は
室
内
で
も
熱
中
症
に
か

か
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。 熱

中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

 

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係　

　
☎︎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

　
　
　

か い す い よ く い す
か と り せ ん こ う い
そ な る か う ひ な か
う つ く れ ち き つ か
め や か つ わ る ま き
ん す ひ ま わ り つ ご
つ み ご き い く り お
は な び ん す め と り

　マス目にあるひらがなの中から夏に関す
ることばを10 個さがしてください。
＊たて・よこのつながりから言葉をみつけて
ください。

①かいすいよく　②かとりせんこう　③すいか　④かきごおり　⑤そうめん
⑥なつやすみ　⑦うちわ　⑧ひまわり　⑨なつまつり　⑩はなび

【答え】



問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

広報ながしま  2025年７月号  ｜　12   

現
況
届
な
ど
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　
町
で
は
、
今
年
度
の
各
種
手
当
の
受

給
資
格
を
確
認
す
る
た
め
、
対
象
者
に

次
の
書
類
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。　

　
提
出
が
無
い
場
合
、
受
給
資
格
が

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

期
限
ま
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

プ
ー
ル
と
艇
庫
（
カ
ヌ
ー
）
施
設
を
開
放
し
ま
す

入場料 休憩時間 開放時間 開放日 開設場所

〇
町
民
プ
ー
ル
（
鷹
巣
）

・
町
内　
大
人
１
０
０
円　
小
中
高
生
50
円

・
町
外　
大
人
２
０
０
円　
小
中
高
生
１
０
０
円

※
小
学
生
未
満
は
無
料
で
す
が
、
同
伴
者
が
い
な
け
れ
ば
入

場
で
き
ま
せ
ん
。

〇
蔵
之
元
小
学
校
プ
ー
ル

　
無
料

※
小
学
生
未
満
は
同
伴
者
が
い
な
け
れ
ば
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
、
休
憩
時
間
と
し
ま
す
。

※
１
時
間
に
10
分
は
休
憩
時
間
と
し
、
必
ず
プ
ー
ル
か
ら
上

が
り
ま
す
。

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

７
月
25
日
（
金
）
～

８
月
30
日
（
土
）

※
月
曜
日
は
休
み

町
民
プ
ー
ル(

鷹
巣)

７
月
25
日
（
金
）
～
８
月
30
日
（
土
）

※
月
曜
日
は
休
み

※
８
月
１
日
（
金
）・
21
日
（
木
）

は
出
校
日
の
た
め
休
み

蔵
之
元
小
学
校
プ
ー
ル

使用料 休憩時間 開放時間 開放日 開設場所

カ
ヌ
ー
、
１
艇
利
用
料

（
１
時
間
あ
た
り
）

・
小
中
高
生　
１
０
０
円

・
大
人　
　
　
２
０
０
円

・
町
内
居
住
者
は
無
料
で
１
時
間

サ
ッ
プ
体
験
が
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
、
休

憩
時
間
と
し
ま
す
。

※
１
時
間
に
10
分
は
休
憩
時
間
と

し
ま
す
。

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

７
月
25
日（
金
）～
８
月
20
日（
水
）

ま
で

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
利

用
さ
れ
る
団
体
な
ど
は
、
１
週
間

前
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

長
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
・

艇
庫
（
蔵
之
元
）

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
の

代
替
施
設
と
し
て
蔵
之
元
小
学
校

プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す
。

〇
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
更
新
書
類

〇
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

・
送
付
時
期　

７
月
下
旬
発
送
予
定

・
受
付
期
間　

８
月
１
日
（
金
）～
８
月
21
日
（
木
）

〇
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

・
送
付
時
期　

８
月
上
旬
発
送
予
定

・
受
付
期
間　

８
月
12
日
（
火
）～
９
月
11
日
（
木
）

〇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

届
出
に
必
要
な
も
の
は
、送
付
す
る
書
類
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

※
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
！
ひ
と
り
親
全
力
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
い
ず
み
の
臨
時
窓
口
が
町
役
場
に
開
設
さ
れ

ま
す
。現
況
届
な
ど
の
提
出
の
際
に
活
用
く
だ
さ
い
。

〇
臨
時
窓
口
開
設
日
時

　

８
月
18
日
（
月
）

　

・
午
前
10
時
30
分
～
正
午

　

・
午
後
１
時
～
３
時

〇
場
所　

長
島
町
役
場　

１
階
相
談
室

〇
相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
い
ず
み
（
出
水
公
共
職
業
安
定
所
）

　

☎
０
９
９
６(

62
）０
６
８
５

問い合わせ先
役場福祉事務所子育て支援係　
　☎︎（86）１１４６［直通］



関
東
で
長
島
町
の
特
産
品
を
販
売
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地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
国
民
健
康
保
険
税
の
「
賦
課
限

度
額
」
と
「
所
得
の
少
な
い
世
帯
に

お
け
る
軽
減
判
定
所
得
基
準
」
が
変

更
に
な
り
ま
す
。

【
賦
課
限
度
額
の
変
更
】

　
国
民
健
康
保
険
税
を
算
定
す
る
際

の
賦
課
限
度
額
は
、
国
が
景
気
動
向

を
判
断
し
、
毎
年
見
直
し
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

改正前
（令和６年度）

改正後
（令和７年度）

医療分 65 万円 66 万円

後期高齢者支援分 24 万円 26 万円

介護分 17 万円 17 万円

合計 106 万円 109 万円

国民健康保険税賦課限度額の改正

【
所
得
の
少
な
い
世
帯
に
お
け
る
軽

減
判
定
所
得
基
準
の
変
更
】

　

国
民
健
康
保
険
税
で
は
、
総
所
得

金
額
が
一
定
の
基
準
以
下
の
世
帯
に

つ
い
て
は
「
均
等
割
」
と
「
平
等
割
」

の
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
令
和
７

年
度
の
課
税
分
か
ら
、
軽
減
割
合
を

決
め
る
際
の
５
割
軽
減
お
よ
び
２
割

軽
減
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

※
世
帯
主
の
所
得
は
、
国
民
健
康
保

険
の
加
入
・
未
加
入
に
か
か
わ
ら
ず

所
得
判
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
し
た
人
数
と
所
得

も
含
め
て
計
算
し
ま
す
。

※
世
帯
内
に
所
得
の
申
告
を
し
て
い

な
い
か
た
が
い
る
場
合
は
、
軽
減
措

置
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
８
月
２
日
（
土
）
と
３
日
（
日
）

の
２
日
間
、
東
京
都
世
田
谷
区
で
開

催
さ
れ
る
「
せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区

民
ま
つ
り
」
で
、
町
特
産
品
の
ブ
リ

な
ど
の
加
工
品
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
島

内
限
定
の
本
格
焼
酎
島
娘
な
ど
を
販

売
し
ま
す
。

　
長
島
の
味
を
堪
能
す
る
機
会
と
な

り
ま
す
の
で
、
近
隣
の
か
た
や
町
出

身
の
か
た
な
ど
多
く
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

軽減割合 軽減判定所得基準額

７割 43 万円＋（給与所得者等の数ー１）× 10 万円

５割
43 万円＋（給与所得者等の数－１）× 10 万円＋ 30.5 万円  ×被保険者数
29.5 万円（改正前）→ 30.5 万円（改正後）

２割
43 万円＋（給与所得者等の数－１）× 10 万円＋ 56 万円×被保険者数
54.5 万円（改正前）→ 56万円（改正後）

所得の少ない世帯における軽減判定所得基準の改正内容

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
国
民
健
康
保
険
税
係

　
☎（
86
）１
１
７
２［
直
通
］

国
民
健
康
保
険
税
が
変
わ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
水
産
景
観
課
商
工
観
光
係

　
☎（
86
）１
１
３
７［
直
通
］



小
型
家
電
製
品
の
充
電
池
の
捨
て
方
は
？

　
　
　
　
　
　
　
～
な
が
し
ま
エ
コ
通
信
～

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

【
処
分
方
法
】

①
充
電
池
が
外
せ
な
い
場
合

　
無
理
に
取
り
外
そ
う
と
は
せ
ず
、
製
品
の
ま
ま
小
型
家
電
回
収
リ
サ
イ

ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
る
協
力
店
に
出
す
か
、資
源
ご
み
の
日（
獅

子
島
地
区
は
ビ
ン
・
有
害
の
日
）
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
、
乾

電
池
類
と
一
緒
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
充
電
池
が
取
り
外
せ
る
場
合

　
協
力
店
、
町
役
場
に
設
置
し
て
あ
る
回
収
リ
サ
イ
ク
ル
B
O
X
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

③
携
帯
電
話
の
場
合

　
個
人
情
報
の
入
っ
て
い
る
携
帯
電
話
は
、
内
蔵
さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
を
外
さ
ず
に
携
帯
電
話
販
売
店
な
ど
で
も
処
分
し
て
も
ら
え

ま
す
。

広報ながしま  2025年７月号  ｜　14  

充電池が外せない小型家電の一例

ワイヤレスイヤホンワイヤレスイヤホン電動ハブラシ、シェイバーなど電動ハブラシ、シェイバーなどパソコン、タブレットなどパソコン、タブレットなどゲーム機などゲーム機など

　
現
在
、
充
電
池
内
蔵
型
の
電
子
機

器
が
増
え
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
携

帯
電
話
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
接
続
の
普
及
に
伴

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
器
に
充
電
池
が

搭
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
イ
ヤ
ホ
ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
充

電
池
を
内
蔵
し
て
電
源
接
続
な
し
で

使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

ハ
ン
デ
ィ
扇
風
機
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
な
ど
、
充
電
池
を
内
蔵
し
て

い
る
製
品
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
内
蔵
さ
れ
て
い
る
充
電
池
は
強
い

衝
撃
を
受
け
た
り
、
水
や
塩
水
が
触

れ
た
り
す
る
こ
と
で
発
熱
や
発
火
す

る
可
能
性
が
あ
り
、大
変
危
険
で
す
。

　
可
燃
ご
み
と
し
て
捨
て
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
不
燃
ご
み
で
あ
っ
て

も
、
回
収
時
に
ご
み
回
収
車
に
よ
っ

て
圧
縮
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
危
険

な
状
態
に
な
る
た
め
、
処
分
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。

　
町
で
は
、
不
法
投
棄
が
散
見

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
長
島
の

美
し
い
自
然
や
地
域
の
景
観
を

壊
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
ご
み

か
ら
出
る
有
害
物
質
が
地
中
に

浸
透
し
、
土
場
や
地
下
水
を
汚

染
す
る
と
と
も
に
、
悪
臭
の
原

因
と
な
り
、
私
た
ち
の
健
康
や

生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
快
適
で
住
み
よ
い
長
島
を
次

の
世
代
へ
残
す
た
め
に
も
不
法

投
棄
は
絶
対
に
行
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　
不
法
投
棄
は
、
５
年
以
下
の

懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
に
科
せ
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］



6
月《
水
無
月
》

マ
イ
ナ
保
険
証
か
資
格
確
認
書
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い

巡
回
無
料
法
律

　
　
相
談
会
開
催

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］
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令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
、従
来

の
健
康
保
険
証
は
新
た
に
発
行
さ
れ

な
く
な
り
、マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本

と
す
る
仕
組
み
に
移
行
し
て
い
ま

す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切
り
替
え
が

済
ん
で
い
な
い
か
た
に
は
、無
償
で

資
格
確
認
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
に
は
、令
和
8
年
7
月
末
ま
で
の

暫
定
的
な
運
用
と
し
て
、マ
イ
ナ
保

険
証
を
持
っ
て
い
て
も
資
格
確
認
書

を
無
償
で
交
付
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
て

も
、マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
が
困

難
な
か
た（
高
齢
者
、障
が
い
者
な

ど
）は
、申
請
に
よ
り
資
格
確
認
書
を

無
償
で
交
付
し
ま
す
。
従
来
の
健
康

保
険
証
と
同
様
、親
族
な
ど
の
法
定

代
理
人
や
介
助
者
な
ど
に
よ
る
代
理

申
請
も
可
能
で
す
。

　

資
格
確
認
書
の
送
付
対
象
者
へ

は
、７
月
中
に
送
付
し
ま
す
。　

　
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
で
は
、当
会

所
属
の
弁
護
士
を
派
遣
し
て
各
地
を

巡
回
す
る
形
で
の
無
料
法
律
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、日
常
生
活
の
悩
み

事
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
何
で
も
構
い
ま

せ
ん
。

　
同
会
所
属
の
弁
護
士
が
専
門
的
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

※
混
雑
を
回
避
す
る
た
め
、予
約
制

と
し
ま
す
。

〇
日
程

　
８
月
1
日（
金
）

　
午
後
１
時
～
４
時

〇
場
所

　
役
場
２
階
応
接
室

１
日（
日
）

２
日（
月
）

３
日（
火
）

４
日（
水
）

５
日（
木
）

６
日（
金
）

12
日（
木
）

13
日（
金
）

16
日（
月
）

17
日（
火
）

20
日（
月
）

24
日（
火
）

25
日（
水
）

27
日（
金
）

29
日（
日
） 町

制
施
行
20
周
年
記
念
子
ど
も
講
演
会「
夏
井
い
つ
き
句
会
ラ
イ
ブ
」　

（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

鹿
児
島
県
漁
港
漁
場
協
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
県
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
出
水
支
部
総
会

（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

山
門
野
の
丘
石
庭
展
望
所
完
成
式
典
（
山
門
野
）

鹿
児
島
県
開
発
促
進
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
委
員
会
（
役
場
）

～
19
日
（
木
）

令
和
７
年
度
第
２
回
長
島
町
議
会
定
例
会
（
役
場
・
議
場
）

長
島
町
遺
族
会
総
会
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

鹿
児
島
県
農
業
信
用
基
金
協
会
第
２
回
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
ひ
と
り
親
寡
婦
福
祉
会
総
会
（
指
江
支
所
）

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
定
時
評
議
員
会
（
東
京
都
）

東
町
漁
業
協
同
組
合
総
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

石
積
み
品
評
会
（
町
内
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
が
し
ま
地
域
活
性
化
推
進
機
構
総
会（
太
陽
の
里
）

鹿
児
島
県
治
山
林
道
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

古
田
義
富
さ
ん
叙
勲
受
章
報
告
（
役
場
）

鹿
児
島
県
森
林
整
備
公
社
定
時
社
員
総
会
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
地
区
商
工
会
連
絡
協
議
会
総
会
（
太
陽
の
里
）

～
30
日
（
月
）
鹿
児
島
県
町
村
会
役
員
県
外
視
察
（
栃
木
県
）
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特
別
支
援
学
校
体
験
学
習

　
県
立
出
水
特
別
支
援
学
校
で
は
、障
が
い
の

あ
る
幼
児
お
よ
び
児
童
生
徒
と
そ
の
保
護
者

が
、同
校
に
お
け
る
教
育
内
容
や
指
導
方
法
な

ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇【
対
象
者
】・
日
時

【
小
学
校
６
年
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
と
保
護

者（
中
学
部
体
験
学
習
）】

・
９
月
5
日（
金
）　

　
午
前
９
時
～
11
時
20
分

【
中
学
３
年
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
と
保
護
者

（
高
等
部
体
験
学
習
）】

・
９
月
5
日（
金
）　

　
午
前
９
時
～
11
時
50
分

【
令
和
８
年
度
就
学
予
定
の
幼
児
と
保
護
者

（
小
学
部
体
験
学
習
）】

・
９
月
９
日（
火
）　

　
午
前
９
時
～
11
時
20
分　

〇
申
込
用
紙

　
申
込
用
紙
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
※
７
月
16
日
以
降
の

公
開
と
な
り
ま
す
。

〇
申
込
期
間

　
７
月
16
日（
水
）
～
８
月
22
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
出
水
特
別
支
援
学
校

　
☎
０
９
９
６（
63
）３
４
０
０

預
け
て
安
心
自
筆
証
書
遺
言

書
保
管
制
度

　
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
と
は
、自
身
で

書
い
た
遺
言
書
を
法
務
局
で
保
管
す
る
制
度

で
す
。
大
切
な
遺
言
書
の
紛
失
や
改
ざ
ん
を

防
止
で
き
ま
す
の
で
、財
産
を
大
切
な
か
た
へ

確
実
に
託
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
、ぜ
ひ
本
制

度
の
利
用
を
検
討
く
だ
さ
い
。

　

利
用
に
は
事
前
予
約
お
よ
び
手
数
料

（
３
９
０
０
円
）が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
法

務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
い
た
だ
く
か
、ま

た
は
近
く
の
法
務
局
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
地
方
法
務
局
川
内
局

　
☎
０
９
９
６（
22
）２
３
０
０［
代
表
］

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
採

用
試
験

　
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、次
の
と
お

り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

〇
応
募
職
種
・
採
用
予
定
人
員

・
一
般
事
務
・
技
術
職　

・
若
干
名

〇
試
験
期
日［
場
所
］

・
１
次
試
験

　
８
月
24
日（
日
）［
環
境
セ
ン
タ
ー
］

・
２
次
試
験

　
１
次
試
験
合
格
者（
発
表
時
）に
通
知

〇
受
付
期
間

　
７
月
14
日（
月
）
～
８
月
８
日（
金
）

〇
受
験
資
格
な
ど

　
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
課

　
☎
０
９
９
６（
68
）８
８
５
４

林
業
大
学
研
修
生
募
集

　
県
で
は
、県
内
の
林
業
事
業
体
等
へ
の
就
職

希
望
者
を
対
象
と
し
て
、か
ご
し
ま
林
業
大
学

校
の
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。
同
校
で
は
、林

業
の
基
礎
か
ら
最
先
端
に
至
る
幅
広
い
知
識

と
技
術
を
兼
ね
備
え
た
安
全
意
識
の
高
い
即

戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

〇
研
修
場
所

　
森
の
研
修
館
か
ご
し
ま（
姶
良
市
）外

〇
出
願
期
間

・
推
薦
選
考

　
８
月
18
日（
月
）
～
９
月
12
日（
金
）

・
一
般
選
考（
前
期
）

　
10
月
14
日（
火
）
～
11
月
７
日（
金
）

・
一
般
選
考（
後
期
）

　
令
和
８
年
１
月
６
日（
火
）～
１
月
30
日（
金
）

※（
後
期
）は（
前
期
）終
了
後
、募
集
人
員
に
達

し
た
場
合
に
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

〇
研
修
受
講
料

・
年
額
11
万
８
８
０
０
円

・
教
科
書
代
や
宿
泊
研
修
に
係
る
費
用
な
ど

は
自
己
負
担
で
す
。　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
５（
54
）３
８
７
７

鹿
児
島
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

　
県
で
は
、統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
者
に
は
参
加
賞
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は「
鹿
児
島
県
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
総
合
政
策
部
統
計
協
会

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
４
７
３

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
発
売

　
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」と「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」が
全
国
で
２
種
同
時
に
発
売

さ
れ
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ

れ
ま
す
。

〇
発
売
期
間

　
７
月
11
日（
金
）
～
8
月
11
日（
月
）

〇
抽
選
日　
　
　
８
月
21
日（
木
）

〇
支
払
開
始
日　
８
月
26
日（
火
）

〇
販
売
価
格　
　
各
１
枚
３
０
０
円

〇
当
せ
ん
金

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
１
等　
５
億
円
×
23
本

　
前
後
賞
各　
１
億
円
×
46
本

※
発
売
総
額
６
９
０
億
円
・
23
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　
１
等　
３
０
０
０
万
円
×
70
本

　
前
後
賞
各　
１
０
０
０
万
円
×
１
４
０
本

※
発
売
総
額
２
１
０
億
円
・
７
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
市
町
村
振
興
協
会

　
☎
０
９
９（
２
０
６
）１
０
０
１

「
小
さ
な
親
切
」は
が
き
募
集

　
「
小
さ
な
親
切
」運
動
県
本
部
で
は
、身
近
な

人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
、ふ
と
し
た
時
に
感

じ
る
人
の
優
し
さ
な
ど
を
大
切
に
思
う
こ
と

を
感
じ
て
も
ら
う
機
会
に
す
る
た
め
エ
ッ
セ

イ
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き

ま
す
。（
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

〇
募
集
テ
ー
マ

　
あ
の
と
き
は
あ
り
が
と
う

〇
募
集
対
象

　
高
校
生
か
ら
大
人
ま
で

※
高
校
生
と
同
じ
年
齢
の
者
を
含
む

〇
応
募
方
法

・「
は
が
き
」で
応
募

　

は
が
き
に
、募
集
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
体
験

（
６
０
０
字
以
内
）を
下
記
へ
タ
イ
ト
ル
・
住

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
職
業（
学
校
・

学
年
）・
電
話
番
号
・
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
明
記
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。　

【
主
催
・
送
り
先
】

　
〒
８
９
０
‐
８
５
１
７

　
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１
番
７
号
県
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
内「
小
さ
な
親
切
」運
動
鹿
児
島

県
本
部
て
の
ひ
ら
感
謝
状
係
　
　
　

・「
メ
ー
ル
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
応
募
」

　
「
小
さ
な
親
切
」運
動
鹿
児
島
県
本
部
の
電

子
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
、は
が
き

部
門
と
同
様
を
明
記
し
、応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

【
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】　

　

chiikifukushil@
kaken-shakyo. jp

【
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
】

　
０
９
９（
２
５
１
）６
７
７
９

〇
応
募
締
切

　
８
月
８
日（
金
）必
着

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
「
小
さ
な
親
切
」運
動
鹿
児
島
県
本
部
事
務
局

　
☎
０
９
９（
２
５
７
）３
８
４
８

内
部
事
務
の
セ
ン
タ
ー
化

　
熊
本
国
税
局
で
は
、出
水
税
務
署
の
内
部
事

務
を
専
担
部
署（
業
務
セ
ン
タ
ー
）で
集
約
処

理
す
る「
内
部
事
務
の
セ
ン
タ
ー
化
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。（
７
月
10
日
以
降
）

 

内
部
事
務
の
セ
ン
タ
ー
化
は
、納
税
者
の
所
轄

税
務
署
を
変
更
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ（
デ
ー
タ
）に
よ
り
提
出
す
る

場
合
は
、出
水
税
務
署
へ
送
信
願
い
ま
す
。

・
書
面
に
よ
り
提
出
す
る
場
合
は
、下
記
の
業

務
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
願
い
ま
す
。

　
熊
本
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
事
務

所
〒
８
９
０
‐
８
６
０
４
鹿
児
島
市
荒
田
1

丁
目
24
番
4
号

　
詳
し
く
は
、熊
本
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
事
務
所

障
が
い
者
職
業
訓
練

　
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
、令

和
８
年
度
の
訓
令
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
情
報
電
子
科
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

科
、介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
科
な
ど
６
つ
の
訓
練

科
が
あ
り
、募
集
と
選
考
を
複
数
回
行
い
ま

す
。

　
各
日
程
な
ど
の
詳
細
は
、同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。（
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
０
９
９
６（
44
）２
２
０
６

中
小
企
業
退
職
共
済
制
度

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済（
中
退
共
）制
度
は
、

中
小
企
業
の
事
業
主
が
、従
業
員
の
退
職
金
を

計
画
的
に
準
備
で
き
る
国
の
退
職
金
制
度
で

す
。
国
か
ら
の
有
利
な
掛
金
助
成
や
税
上
の

優
遇
も
受
け
ら
れ
て
手
数
料
も
か
か
り
ま
せ

ん
。
家
族
従
業
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
加

入
で
き
ま
す
。

※
一
部
対
象
外
あ
り
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
中
退
共
本
部

　
☎
０
３（
６
９
０
７
）１
２
３
４
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６
月
14
日
、
鷹
巣
小
学
校
（
西
留
敦
朗
校
長
・

１
９
８
人
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
お
や

ど
り
読
書
会
（
下
平
忍
代
表
・
６
人
）」
が
全
校
児

童
を
対
象
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
創
設
し
て
11
年
目
に
な
る
同
会
は
、
児
童
ら
の

読
解
力
や
感
情
理
解
な
ど
の
向
上
を
目
的
と
し

て
、
児
童
ら
に
読
み
手
が
選
ん
だ
絵
本
を
読
み
聞

か
せ
て
い
ま
す
。

　
下
平
さ
ん
は
「
創
設
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
た

子
ど
も
た
ち
が
、
親
に
な
る
世
代
。
自
身
の
子
ど

も
た
ち
に
も
こ
の
経
験
を
思
い
出
し
て
読
み
聞
か

せ
を
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。　

鷹
巣
小
学
校
「
お
や
ど
り
読
書
会
」

こ
の
経
験
を
次
の
世
代
に

　
６
月
３
日
、川
床
中
学
校（
秦
一
成
校
長・48
人
）

で
人
財
育
成
講
師
の
白
谷
美
鈴
さ
ん
を
講
師
に
招

い
て
、
全
校
生
徒
を
対
象
に
、
中
学
生
か
ら
は
じ

め
る
マ
ナ
ー
教
育
「
思
い
や
り
を
『
か
た
ち
』
に

し
て
伝
え
る
力
を
育
む
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
の
中
で
の
気
付
き
や
振
る
舞
い
を
見

直
し
「
心
を
届
け
る
力
」
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
生
徒
ら
は
、
正
し
い
制
服
の
着
用
や
印
象
を

良
く
す
る
態
度
、
笑
顔
、
あ
い
さ
つ
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
小
城
凛り
ん
か花
さ
ん
（
１
年
）
は
「
正
し
い
あ
い

さ
つ
と
お
辞
儀
を
学
ん
だ
。
こ
れ
を
忘
れ
ず
に
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

川
床
中
学
校
で
マ
ナ
ー
教
育

思
い
や
り
を
伝
え
る

防
災
拠
点
の
設
置
と
災
害
時
相
互
支
援
体
制
構
築

「
防
災
拠
点
」
を
全
国
に

　
６
月
16
日
、
長
島
町
平
尾
防
災
倉
庫
（
平
尾
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
で
（
公
財
）
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と

町
で
締
結
し
た
「
防
災
拠
点
の
設
置
お
よ
び
災
害

時
相
互
支
援
体
制
構
築
」
の
協
定
書
調
印
式
と
配

備
機
材
お
披
露
目
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
財
団
は
、
自
治
体
と
連
携
し
、
災
害
支
援
に

即
時
対
応
で
き
る
機
材
と
人
材
を
備
え
た
「
防
災

拠
点
」
を
整
備
。
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
と
軽
ト
ラ
ダ
ン

プ
、
救
助
艇
な
ど
の
機
材
を
配
備
し
、
ど
こ
の
拠

点
で
も
同
じ
機
材
と
手
法
で
災
害
支
援
活
動
が
で

き
る
体
制
を
整
え
る
た
め
、
機
材
の
操
作
方
法
と

災
害
対
応
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
拠
点
に
備
え
ら
れ
た
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
災
害

用
ト
イ
レ
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
使
用
し
て
、
地
域

住
民
の
防
災
、
避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
、
災

害
時
だ
け
で
な
く
平
時
も
活
用
で
き
る
よ
う
整
備

し
て
い
ま
す
。

　
菅
原
悟
志
理
事
長
（
写
真
右
か
ら
２
人
目
）
は

「
災
害
が
多
い
日
本
に
同
拠
点
を
広
め
て
い
き
た

い
、
長
島
町
は
県
内
６
カ
所
目
。
災
害
は
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
機
材
は
研
修
も
含
め

て
平
時
か
ら
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

川
添
健
町
長
は
「
機
材
だ
け
で
無
く
、
研
修
ま
で

取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
。
財
団
の
気

持
ち
を
受
け
止
め
、
機
材
や
施
設
の
活
用
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
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蔵
之
元
小
学
校
「
花
の
宅
配
便
」

地
域
の
高
齢
者
と
仲
良
く

　
６
月
30
日
、
蔵
之
元
小
学
校
（
中
村
勲
校
長
・

39
人
）
で
、
児
童
が
育
て
た
花
ば
な
を
学
校
近
く

の
高
齢
者
に
配
る
花
の
宅
配
便
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
花
や
緑
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
命
の

大
切
さ
を
学
ぶ
と
共
に
、
地
域
の
高
齢
者
と
の
つ
な

が
り
を
作
り
、
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
同
校
で
、
毎

年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
全
校
児
童

で
手
分
け
し
て
、35
人
の
高
齢
者
に
宅
配
し
ま
し
た
。　

　
花
を
手
渡
し
た
二
階
堂
愛あ
い
り莉
さ
ん
（
６
年
・
写

真
左
）
は
「
地
域
の
行
事
な
ど
で
花
を
配
っ
た
高

齢
者
に
会
う
こ
と
が
あ
る
。
つ
な
が
り
が
で
き
て

良
い
機
会
に
な
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
６
月
15
日
、
軽
ト
ラ
市
開
催
時
に
長
島
町
商
工

会
理
事
・
青
年
部
を
中
心
に
、
特
殊
詐
欺
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
詐
欺
な
ど
撲
滅
の
啓け

い
も
う蒙
活
動
を
実
施
し
、
来
場

者
に
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
チ
ラ
シ
、
紅
白
餅

を
配
布
し
ま
し
た
。

　
活
動
を
通
じ
て
詐
欺
に
対
す
る
警
戒
心
を
高

め
、
防
犯
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
木
場
盛
二
商
工
会
長
は
「
近
年
、
こ
の
よ
う
な

詐
欺
が
横
行
し
て
い
る
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
詐
欺

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

「
商
工
会
の
日
」・「
青
年
部
〝
絆
〟
感
謝
運
動
」
軽
ト
ラ
市
と
同
時
開
催

詐
欺
に
遭
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
て

鷹
巣
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
と
山
口
水
産
ジ
ュ
ニ
ア
が
大
会
に
出
場

優
勝
を
目
指
し
て

　
６
月
26
日
、
鷹
巣
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
の
選

手
と
県
内
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
山
口
水
産

ジ
ュ
ニ
ア
に
所
属
す
る
鷹
巣
中
学
校
の
選
手
ら

が
、
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
を
川
添
町
長
に
報
告

し
ま
し
た
。

　
少
年
団
は
、
約
１
３
０
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
県

予
選
で
５
位
に
入
賞
し
「
第
27
回
西
日
本
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会（
高
知
県・８
月
２
日
～
４
日
）」に
、

中
学
生
は
、
６
月
２
日
に
福
岡
県
で
行
わ
れ
た
ク

ラ
ブ
選
手
権
の
予
選
を
勝
ち
抜
き
「
第
25
回
全
日

本
中
学
生
男
子
大
会
（
福
岡
県
・
同
日
）」
に
出

場
し
ま
す
。

　
小
学
生
を
代
表
し
て
、
樋
渡
駿し
ゅ
ん
た太
さ
ん
（
鷹
巣

小
６
年
）
が
、
中
学
生
を
代
表
し
て
濵
島
海か
い
じ司
さ

ん
（
鷹
巣
中
３
年
）
が
、「
優
勝
を
目
指
し
て
が

ん
ば
り
ま
す
」
と
川
添
町
長
に
力
強
く
宣
誓
し
ま

し
た
。

　
川
添
町
長
は
「
両
チ
ー
ム
と
も
予
選
で
優
秀
な

成
績
を
残
し
て
素
晴
ら
し
い
。
さ
ら
に
が
ん
ば
っ

て
次
の
大
会
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
全
な
心
身
を
鍛
え
て

欲
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
濵
島
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の
か
た
に
声
援
や
協

力
、
支
援
を
い
た
だ
い
て
、
両
チ
ー
ム
一
同
感
謝

し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
皆
さ
ん
の
応
援
を
力
に

変
え
て
、
全
力
で
頑
張
り
た
い
」
と
大
会
に
出
場

す
る
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。
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モノの一生はドラマチック !
生まれ変わり編

正しく疑う

NHK 出版

身近な「モノ」がどのように生ま
れて、どのように使われて、どの
ように一生を終えるのか紹介しま
す。

現代の情報との向き合い方発し方
をわかりやすく紹介します。

天あ
ま
ぐ
も雲
の
重
く
お
ほ
へ
る
峡か
い

に
立
ち
小
綬
鶏
の
声
高
く
切
な
し

紫あ
じ
さ
い

陽
花
の
一
輪
卓
に
な
じ
ま
せ
て
独ひ
と

り
の
夕ゆ
う
げ餉
も
楽
し
か
ら
ず
や

西
山
に
湯
煙
の
ご
と
靄も
や

こ
め
て
徐
お
も
む
ろに
消
ゆ
朝
日
の
ぼ
れ
ば

苺
煮
る
夜
の
ひ
と
と
き
地
震
に
て
甘
き
香
り
も
わ
な
わ
な
揺
ら
ぐ

三
万
日
生
命
の
流
れ
は
速
か
り
き
残
り
の
日
々
を
い
か
に
重
ね
ん

朝
顔
や
病
癒
え
た
る
妻
に
ま
く

黒
南
風
の
瀬
戸
黒
々
と
渦
巻
け
り

投
げ
入
れ
は
母
の
梅
壺
ア
マ
リ
リ
ス

黒
南
風
や
古
希
を
迎
へ
て
へ
こ
た
れ
ず

機
関
車
の
煙
る
路
線
や
風
薫
る

樹
々
の
香
の
古
墳
彩
る
五
月
か
な

淵
脇
　
　
護

白
男
川
孝
仁

二
階
堂
妙
子

関
　
喜
久
雄

関
　
佳
代
美

坂
口
　
　
子

小
林 

　
貢

小
林
如
月

町
田
末
則

母
木
良
平

川
島
輝
文

米
尾
和
子

坂
之
下
典
子

中
山
タ
マ
エ

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

長
島
を
八
千
キ
ロ
も
離
れ
た
る
ま
こ
と
飛
行
機
あ
り
が
た
き
か
な

雨
あ
が
り
雲
間
よ
り
洩も

る
光
り
浴
び
紫
陽
花
更
に
映
え
て
ま
ぶ
し
き

何な
に
ご
と事
も
人ひ
と

の
誠せ

い
心
意
に
し
な
い
事こ
と
じ
ぶ
ん

自
分
の
事こ
と

だ
人ひ
と
ご
と
お
も

事
思
う
な

緑
映
ゆ
ブ
ナ
の
林
を
登
り
き
て
眼
下
に
見
ゆ
る
滝
の
真
白
き

こ
こ
に
住
み
長
生
き
す
る
と
人
は
言
う
庭
の
前
に
は
す
ぐ
甑
島

黒
南
風
や
屋
根
塗
装
終
へ
足
場
解
く

朝
顔
蒔
く
も
ぐ
ら
お
ど
し
の
回
り
だ
す

筍
飯
好
き
と
明
眸
皓
歯
か
な

孫
の
手
と
重
ね
て
丸
め
る
蓬
餅

黒
南
風
や
天
草
島
も
み
え
か
く
れ

大
堂
　
早
苗

山
嵜
加
代
子

迫
口
　
君
代

大
堂
　
正
弘

二
階
堂
恵
子

池上彰／監修
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個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

編
集
後
記

　
６
月
１
日
、
夏
井
先
生
の
句

会
ラ
イ
ブ
の
取
材
に
行
き
ま
し

た
。

　
私
も
写
真
を
撮
り
な
が
ら
、

先
生
の
話
し
を
聞
い
て
い
た
の

で
す
が
、
俳
句
の
作
り
方
に
、

な
る
ほ
ど
と
思
う
こ
と
が
多
く
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。　

　
句
会
で
は
、
観
覧
者
６
０
０

人
が
先
生
の
指
導
の
下
、
俳
句

作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、

私
も
頭
の
中
で
俳
句
を
考
え
て

い
ま
し
た
。

　
お
粗
末
で
す
が
、
こ
こ
で
一
句
。

「
蝉
し
ぐ
れ
手
遊
び
相
手
の
消
し

た
ゴ
ム
」

　
こ
れ
に
て
失
礼
い
た
し
ま
す
。

大
西　
洋
介

◆
訂
正
と
お
詫
び
◆

　
「
広
報
な
が
し
ま
」６
月
号
６
～
７
㌻「
指

定
緊
急
避
難
場
所
」の
記
事
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

（
誤
）山
門
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
正
）山
門
野
自
治
公
民
館

（
誤
）夕
暮
荘 

（
正
）夕
暮
荘
上

　
訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。



７月号
［No.232］

令和７年

2025年７月10日木曜日 発行

サマーフェスティバルｉｎながしま２０２5 を開催します
〇夏祭り納涼大会
　 特 設 ステ ージ で は、芸 能
ショーや豪華景品が当たる抽
選会、花火も打ち上げられます。
・開催日時
　７月２６日（土）
　午後６時～
・場所
　あづま海水浴場
　（長島町鷹巣松ケ平）

〇ブリつかみ取り大会
・開催日
　８月２４日（日）
・受付時間
　午前８時30 分～９時10 分
・場所
　あづま海水浴場
・人数
　先着200 人（小学生以上）
・料金
　３５００円（大会当日徴収）
・申込期限
　８月１１日（月）
※定員に達し次第、締め切ります。



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０２５　８ 

８ ９３ ７

１５１０ １３ １４

２２ ２３１７ １８ ２０ ２１

１２

５４

１９

１１

２１

６

２４ ２５ ２６

１６

２８２７ ２９ ３０

７/30 ７/31 ７/27 ７/29７/28

３１

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

〇平尾診療所 88-2595
〇出水眼科 62-8350
〇鶴見医院 73-0553
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□クレモア薬局 63-5401
□会営薬局 64-8280

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えないごみ
（獅子島）

◎肺がん・大腸がん検診等

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

〇鷹巣診療所 86-0054
〇境田医院 67-2600
〇しみずこども医院 68-0633
〇福田クリニック 79-3775
◇しみずこども医院 68-0633
□長島調剤薬局 64-5555
□エンジェル薬局 65-7638
□すくすく薬局 72-5010

山の日

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

〇福永内科循環器科 62-8200
〇いまむらクリニック 73-1700

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（獅子島）

〇キッズクリニック 63-7707
〇山田クリニック 72-0420
〇福田クリニック 79-3775
◇キッズクリニック 63-7707
□さくら薬局 63-7700
□よつば薬局 79-4331

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないゴミ

（獅子島）

◎肺がん・大腸がん検診等

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

春分の日

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）
◎母子相談（２カ月）
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎ 1 歳６カ月健診
　　（保健福祉センター）

　

〇鷹巣診療所 86-0054
〇よしだ泌尿器科クリニック 63-7800
〇北国医院 72-0016
◇出水総合医療センター 67-1611

〇長島クリニック 88-6405
〇にのみやこどもクリニック 62-0167
〇阿久根眼科 72-0040
◇にのみやこどもクリニック 62-0167
◎特定・胃がん検診等

祝日には、国旗を掲げましょう！
●８月 11日は山の日です。
　山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝することを目的としています。


	07070100
	07070200
	07070300
	07070405
	07070607
	07070800
	07070900
	07071000
	07071100
	07071200
	07071300
	07071400
	07071500
	07071617
	07071800
	07071900
	07072000
	07072100
	07072200
	カレンダー0707(08)

